開発途上国の為替政策の選択 : マネタリー・アプローチの適用の試み by 村本 孜 et al.
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一
　
フ
ロ
ー
ト
制
（
新
制
度
）
の
開
発
途
上
国
に
対
し
て
も
つ
意
味
　
フ
ロ
ー
ト
制
に
移
行
し
た
一
九
七
三
年
三
月
は
、
為
替
相
場
制
度
の
新
制
度
の
出
発
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
七
六
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
二
次
改
正
で
追
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
平
価
制
度
が
崩
壊
し
、
為
替
相
場
制
度
は
加
盟
国
の
裁
量
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
三
月
に
新
制
度
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
る
ま
で
、
採
ら
れ
て
い
た
平
価
制
度
の
下
で
は
、
先
進
国
は
平
価
の
変
更
に
つ
い
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
許
可
を
必
要
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
条
件
が
付
与
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
開
発
途
上
国
は
為
替
レ
ー
ト
の
変
更
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
許
可
な
し
に
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
相
当
の
自
由
が
為
替
政
策
に
存
在
し
た
。
と
く
に
、
平
価
制
度
を
放
棄
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
フ
ロ
ー
ト
制
に
移
行
す
る
こ
と
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
ょ
っ
て
黙
認
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
必
要
な
場
合
に
は
平
価
制
度
に
取
っ
て
替
わ
る
他
の
為
替
相
場
制
度
の
採
用
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
っ
て
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
新
制
度
は
先
進
国
に
対
し
て
固
定
為
替
レ
ー
ト
の
拘
束
か
ら
解
放
し
、
為
替
政
策
の
自
由
を
も
た
ら
し
た
が
、
　
　
　
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
の
選
択
－77－
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
は
何
ら
の
新
し
い
自
由
ば
生
じ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
平
価
制
度
の
時
代
に
比
べ
て
自
由
は
減
じ
て
い
る
。
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
新
制
度
が
も
た
ら
し
た
問
題
と
は
、
先
進
国
の
フ
ロ
ー
ト
制
と
い
か
に
共
存
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
の
具
体
的
方
法
は
、
単
独
フ
ロ
ー
ト
制
お
よ
び
先
進
国
と
の
平
価
制
度
（
言
い
換
え
れ
ば
、
い
か
に
ベ
ッ
グ
す
る
か
と
い
う
ｐ
ｅ
ｇ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｂ
ｌ
ｅ
ｍ
）
の
二
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
発
途
上
国
通
貨
は
殆
ん
ど
が
何
ら
か
の
ペ
ッ
グ
を
し
て
お
り
（
対
他
国
通
貨
（
た
と
え
ば
ド
ル
）
、
対
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
対
通
貨
バ
ス
ケ
″
ト
）
、
そ
れ
自
身
単
独
で
フ
ロ
ー
ト
す
る
自
由
を
も
っ
て
い
牡
に
。
　
開
発
途
上
国
が
具
体
的
に
い
か
な
る
為
替
相
場
制
度
（
ｅ
ｘ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
）
を
と
っ
て
い
た
か
は
既
に
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
ば
再
述
せ
ず
、
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
の
選
択
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
に
つ
い
て
は
、
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
選
択
と
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
の
選
択
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
選
択
な
い
し
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
問
題
と
は
、
為
替
相
場
制
度
と
し
て
い
か
な
る
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
を
選
択
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
単
独
フ
ロ
ー
ト
あ
る
い
は
ペ
ッ
グ
の
選
択
、
ペ
ッ
グ
の
中
で
も
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
、
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ペ
ッ
グ
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ペ
ッ
グ
な
ど
の
選
択
が
あ
り
、
さ
ら
に
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
の
選
択
な
ど
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ペ
ッ
グ
の
方
式
の
選
択
と
は
、
ペ
ッ
グ
す
る
対
象
の
ウ
ェ
イ
ト
の
選
択
、
す
な
わ
ち
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ウ
ェ
イ
ト
の
選
択
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
（
単
一
通
貨
は
、
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
そ
の
通
貨
の
ウ
ェ
イ
ト
が
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
。
　
為
替
政
策
に
お
け
る
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
の
選
択
な
い
し
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
の
問
題
と
い
う
の
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
水
準
そ
れ
自
体
の
変
更
の
こ
と
で
、
通
常
の
切
上
げ
・
切
下
げ
の
場
合
と
考
え
れ
ば
ょ
い
。
た
と
え
ば
、
あ
る
通
貨
に
ペ
ッ
グ
し
た
場
合
、
そ
の
対
レ
ー
ト
を
変
更
す
る
こ
と
〔
米
ド
ル
・
ペ
ッ
グ
な
ら
ば
、
対
米
ド
ル
・
レ
ー
ト
の
変
更
〕
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
　
の
選
択
の
次
に
こ
の
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
の
選
択
が
行
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
選
択
と
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
の
選
択
が
か
な
り
恣
意
的
に
行
わ
－78･－
れ
、
現
実
に
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
問
題
で
あ
る
通
貨
バ
ス
ケ
″
ト
の
中
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
国
も
多
い
。
ま
た
、
ｓ
Ｄ
Ｒ
ペ
ッ
グ
と
い
っ
て
も
、
現
実
に
ば
ド
ル
・
ペ
ッ
グ
の
よ
う
に
為
替
政
策
の
運
営
の
行
っ
て
い
る
国
も
多
い
。
為
替
レ
ー
ト
水
準
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
、
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
変
更
す
な
わ
ち
ウ
ェ
イ
ト
の
変
更
に
ょ
っ
て
行
う
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
　
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
い
か
な
る
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
を
選
択
す
る
か
で
あ
り
、
そ
の
合
理
的
基
準
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
先
進
国
間
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
（
た
と
え
ば
円
対
ド
ル
・
レ
ー
ト
の
変
化
）
を
ｃ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｌ
す
る
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
発
見
、
す
な
わ
ち
対
外
的
障
害
か
ら
の
防
衛
と
い
う
動
機
も
あ
る
し
、
イ
ン
フ
レ
対
策
に
力
点
を
お
き
、
輸
入
に
集
目
し
輸
入
を
安
定
す
る
よ
う
に
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
を
決
め
た
り
、
輸
出
に
利
益
が
保
て
る
よ
う
に
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
を
決
め
る
こ
と
も
十
分
な
動
機
で
あ
る
。
あ
る
い
ば
、
交
易
条
件
の
変
動
を
小
さ
く
す
る
こ
と
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
為
替
レ
ー
ト
で
処
理
可
能
か
は
疑
問
で
あ
る
が
）
、
国
際
収
支
の
均
衡
達
成
、
経
済
成
長
の
促
進
、
経
済
の
安
定
維
持
な
ど
の
動
機
が
考
え
ら
れ
、
為
替
政
策
選
択
の
基
準
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
二
　
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
の
選
択
　
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
そ
の
採
用
す
る
為
替
政
策
の
合
理
的
基
準
ば
、
そ
の
国
の
経
済
事
情
に
依
存
す
る
と
考
え
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
圓
ば
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
に
お
け
る
国
内
均
衡
・
国
際
均
衡
モ
デ
ル
を
用
い
て
一
つ
の
解
答
を
与
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ま
ず
み
て
お
こ
う
。
　
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
に
お
け
る
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
の
内
外
均
衡
モ
デ
ル
は
、
国
内
均
衡
条
件
と
し
て
非
貿
易
財
市
場
の
需
給
均
衡
を
考
え
る
と
、
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ま
た
、
国
際
均
衡
条
件
と
し
て
貿
易
財
市
場
の
需
給
均
衡
を
考
え
る
と
　
　
加
（
き
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（
に
）
と
な
る
。
Ｊ
、
ｙ
は
夫
々
需
要
関
数
、
供
給
関
数
を
示
し
、
瓦
、
瓦
は
夫
々
貿
易
財
・
非
貿
易
財
の
価
格
、
匹
は
貨
幣
所
得
、
ガ
は
貨
幣
供
給
、
Ｘ
は
純
輸
出
を
示
す
。
貨
幣
所
得
は
。
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Ｐ
＾
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（
ｗ
）
で
示
さ
れ
、
瓦
、
ｙ
ハ
は
非
貿
易
財
・
貿
易
財
の
生
産
、
（
り
ｌ
ｊ
は
純
財
政
支
出
で
外
生
的
に
決
定
さ
れ
る
。
価
格
水
準
Ｆ
は
、
　
　
Ｐ
=
ａ
。
Ｐ
。
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ａ
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（
｀
）
で
、
ａ
は
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
る
。
国
際
収
支
は
、
外
貨
準
備
の
変
化
分
を
Ｊ
と
す
る
と
。
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（
い
）
で
、
一
Ｋ
は
純
資
本
輸
入
（
外
生
変
数
）
、
ｒ
は
邦
貨
建
為
替
レ
ー
ト
で
あ
る
。
貨
幣
供
給
は
、
　
　
A
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（
ぶ
）
で
、
瓦
は
対
民
間
信
用
の
変
化
を
示
し
、
外
生
変
数
と
す
る
。
乃
は
、
貿
易
財
の
国
際
価
格
を
坦
と
す
る
と
、
　
　
Ｐ
ｔ
=
Ｐ
｛
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
で
示
さ
れ
る
（
小
国
の
仮
定
）
。
　
こ
の
印
～
帥
式
で
示
さ
れ
る
モ
デ
ル
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
な
ら
ば
、
？
ふ
と
お
く
と
、
末
知
数
は
（
Ｐ
ｔ
｡
　
Ｐ
ｎ
｡
　
ｐ
。
　
Ｙ
｡
　
M
｡
　
　
Ｘ
。
Ｆ
）
の
七
箇
で
、
整
合
的
と
な
る
し
、
フ
ロ
ー
ト
制
な
ら
ば
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
よ
り
Ｊ
Ｆ
=
Ｏ
と
な
る
か
ら
、
未
知
数
は
（
Ｐ
ｔ
｡
Ｐ
ｎ
。
　
Ａ
　
　
　
ｙ
｡
　
M
。
　
Ｘ
｡
　
ｒ
）
の
七
箇
で
、
整
合
的
で
あ
る
。
こ
の
体
系
を
瓦
、
ハ
に
つ
い
て
解
き
、
国
内
均
衡
条
件
、
国
際
均
衡
条
－80－
件
を
導
く
と
、
第
一
図
の
よ
う
に
一
心
線
、
一
‥
］
線
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
匹
線
ば
国
内
均
衡
線
で
、
国
内
財
（
非
貿
易
財
）
の
需
給
均
衡
を
示
し
、
こ
の
上
で
は
イ
ン
フ
レ
も
デ
フ
レ
も
生
じ
な
い
。
７
７
線
は
国
際
均
衡
線
つ
ま
り
貿
易
財
の
需
給
均
衡
線
で
、
こ
の
上
で
は
国
際
収
支
は
均
衡
し
て
い
る
。
　
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
は
こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
。
シ
ョ
ン
、
国
内
作
柄
不
作
（
な
い
し
国
内
生
産
不
振
）
、
交
易
条
件
の
悪
化
の
ケ
ー
ス
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
い
か
な
る
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
が
よ
い
か
を
検
討
し
て
い
る
。
　
印
　
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ケ
ー
ス
　
国
際
物
価
が
上
昇
す
る
と
、
ペ
ッ
ク
制
を
と
る
場
合
に
は
貿
易
財
の
国
内
価
格
が
上
昇
し
、
輸
入
イ
ン
フ
レ
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
図
で
７
７
線
が
上
方
シ
フ
ト
し
、
瓦
の
上
昇
に
伴
な
い
瓦
も
上
昇
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
当
該
国
が
フ
ロ
ー
ト
制
を
と
る
な
ら
ば
、
国
際
物
価
の
上
昇
は
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
吸
収
さ
れ
、
貿
易
財
の
国
内
価
格
は
変
化
し
な
い
（
閉
式
で
、
珂
が
上
昇
し
て
も
ｒ
が
下
落
し
て
相
殺
す
れ
ば
、
乃
は
不
変
）
。
し
た
が
っ
て
、
7
7
線
は
シ
フ
ト
せ
ず
、
国
際
物
価
の
変
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
ず
、
イ
ン
フ
レ
は
フ
ロ
ー
ト
制
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
㈲
　
国
内
作
柄
不
作
　
国
内
の
穀
物
作
柄
が
不
良
で
、
非
貿
易
財
（
国
内
財
）
の
生
産
が
減
少
す
る
と
、
八
が
上
昇
し
、
匹
線
の
右
方
シ
フ
ト
が
生
す
る
。
第
二
図
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
フ
ロ
ー
ト
制
を
当
該
国
が
採
用
す
れ
ば
、
均
衡
点
は
Ｊ
か
ら
召
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
こ
の
場
合
瓦
の
上
昇
は
瓦
の
上
昇
を
上
回
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
不
作
が
一
時
的
で
あ
る
な
ら
は
、
為
替
レ
ー
ト
は
ぺ
ご
ク
と
し
、
も
　
　
　
　
ー
と
の
水
準
沢
に
保
つ
方
が
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
財
の
価
格
を
押
え
込
み
、
需
要
　
　
　
　
ぐ
－81－
を
海
外
部
門
に
向
け
る
こ
と
が
、
国
内
の
困
難
を
緩
和
す
る
一
方
、
瓦
の
上
昇
は
フ
ロ
ー
ト
制
の
場
合
よ
り
も
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
（
Ａ
Ｃ
△
４
哨
）
。
　
㈲
　
交
易
条
件
の
悪
化
　
た
と
え
ば
、
輸
入
価
格
が
上
昇
し
た
と
す
る
と
、
交
易
条
件
は
悪
化
す
る
が
、
こ
の
場
合
輸
入
需
要
が
弾
力
的
な
ら
、
は
ペ
ッ
ク
を
と
る
と
輸
入
価
格
の
一
層
の
上
昇
が
お
こ
り
、
国
内
財
の
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
フ
ロ
ー
ト
制
に
よ
っ
て
輸
入
価
格
を
吸
収
す
る
方
が
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
輸
入
需
要
が
非
弾
力
的
な
ら
ば
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
場
合
、
フ
ロ
ー
ト
・
ダ
ウ
ン
が
お
こ
り
、
輸
入
需
要
が
あ
る
の
で
輸
入
価
格
の
一
層
の
上
昇
、
国
内
財
の
上
昇
が
生
じ
て
し
ま
う
が
、
ペ
ッ
ク
制
な
ら
は
切
下
げ
を
回
避
て
き
る
の
で
、
諸
価
格
の
上
昇
は
小
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ぺ
″
ク
制
が
ベ
タ
ー
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
交
易
条
件
の
悪
化
が
輸
入
価
格
の
上
昇
（
な
い
し
輸
出
価
格
の
下
落
）
で
一
時
的
に
生
じ
た
場
合
、
輸
入
需
要
が
弾
力
的
か
非
弾
力
的
か
に
ょ
っ
て
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
は
異
な
る
。
　
　
　
　
　
　
三
　
為
替
政
策
の
費
用
便
益
　
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
純
粋
フ
ロ
ー
ト
制
を
採
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
純
粋
フ
ロ
ー
ト
制
が
為
替
管
理
の
撤
廃
、
国
内
経
済
政
策
の
安
定
、
先
物
為
替
市
場
の
発
展
、
国
内
証
券
利
子
率
の
固
定
性
の
撤
廃
、
国
内
証
券
市
場
の
発
展
、
証
券
お
よ
び
外
国
為
替
の
フ
ロ
ー
カ
ー
お
よ
び
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
な
ど
が
前
提
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
為
替
政
策
と
り
わ
け
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
選
択
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
費
用
便
益
が
伴
な
う
の
か
を
そ
の
成
立
の
要
件
に
注
目
し
て
分
析
し
て
お
く
こ
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と
ば
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
に
伴
な
う
特
色
を
ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
ｓ
と
貿
易
品
価
格
の
変
動
の
大
き
さ
の
面
か
ら
と
ら
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
ｓ
と
は
制
度
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
の
変
更
に
伴
な
う
費
用
と
準
備
保
有
の
費
用
で
あ
る
。
第
三
図
は
ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
ｓ
（
き
と
貿
易
品
価
格
の
変
動
（
実
際
に
は
価
格
変
動
の
標
準
偏
差
を
と
る
、
芯
の
間
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
関
係
を
示
し
て
い
る
（
心
線
）
。
心
線
上
に
示
さ
れ
て
い
る
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
は
、
為
替
管
理
な
い
し
輸
入
割
当
を
伴
な
っ
た
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
莉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
/
^
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ
Ｉ
ノ
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
Ｐ
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ペ
ッ
グ
制
Ｓ
、
管
理
フ
ロ
ー
ト
ガ
、
自
由
変
動
Ｆ
、
の
五
つ
で
あ
る
。
（
但
し
、
七
線
上
の
位
置
は
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
ぐ
意
で
あ
る
）
。
第
三
図
の
み
、
石
、
八
線
は
政
策
当
局
の
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
　
ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で
、
一
種
の
£
と
″
に
関
す
る
無
差
別
曲
線
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
線
と
７
線
と
の
接
占
に
お
い
て
最
適
な
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
の
選
択
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
穏
　
さ
て
、
Ｃ
、
Ｆ
、
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｆ
の
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
が
い
か
な
る
費
用
便
益
を
も
た
ら
す
か
を
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
に
な
ら
っ
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
表
は
こ
れ
ら
の
費
用
に
つ
い
て
そ
の
程
度
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
∽
　
為
替
管
理
な
い
し
輸
入
割
当
、
資
本
統
制
を
伴
な
う
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
為
替
管
理
の
機
構
に
対
し
相
当
の
資
源
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
反
面
市
場
制
度
の
発
展
に
は
相
対
的
に
資
源
を
必
要
と
し
な
い
。
先
物
為
替
市
場
・
国
内
証
券
市
場
は
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
、
直
物
為
替
市
場
で
す
ら
貧
弱
で
あ
り
、
為
替
取
引
ば
当
局
あ
る
い
は
当
局
を
代
表
す
る
公
認
さ
れ
た
業
者
と
の
直
接
取
引
で
あ
る
。
ま
た
、
外
貨
準
備
保
有
な
い
し
外
貨
借
入
と
い
う
費
用
を
節
約
で
き
る
が
、
不
適
正
な
為
替
レ
ー
ト
を
維
持
す
る
た
め
の
資
源
の
不
適
正
な
配
分
が
生
ず
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
が
貿
易
財
よ
り
も
国
内
財
に
偏
り
、
貿
易
財
の
消
費
は
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
時
々
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大
幅
な
切
下
げ
が
生
ず
る
の
で
実
効
為
替
レ
ー
ト
の
大
幅
な
変
動
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
　
㈲
　
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
　
∽
の
為
替
管
理
を
伴
な
っ
た
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
と
の
相
違
ば
、
為
替
管
理
の
費
用
を
削
減
で
き
る
一
方
、
外
貨
準
備
保
有
の
大
き
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
為
替
当
局
は
も
は
や
為
替
取
引
の
独
占
化
を
必
要
と
せ
ず
、
民
間
為
替
市
場
は
よ
り
大
き
な
資
源
を
必
要
と
す
る
。
為
替
管
理
が
な
い
の
で
、
不
適
正
な
為
替
レ
ー
ト
を
維
持
す
る
必
要
は
弱
ま
り
、
資
源
の
不
適
正
な
配
分
は
小
さ
い
。
為
替
レ
ー
ト
の
切
下
げ
の
回
数
が
多
く
な
る
の
で
、
変
動
は
和
ら
げ
ら
れ
る
一
方
、
国
際
収
支
節
度
が
重
視
さ
れ
、
国
内
経
済
政
策
の
運
営
に
力
点
が
置
か
れ
る
結
果
、
切
下
げ
の
必
要
を
減
ず
る
よ
う
に
作
用
す
る
。
　
総
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
は
、
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
は
貿
易
財
価
格
の
変
動
を
最
小
に
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
最
良
の
為
替
政
策
と
い
え
る
。
ペ
ッ
グ
す
る
通
貨
の
変
更
に
は
費
用
が
か
か
る
が
、
他
国
通
貨
に
よ
る
介
入
は
他
国
通
貨
保
有
を
も
た
ら
し
、
他
の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
を
樹
立
さ
せ
、
新
し
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
を
開
拓
す
る
の
で
、
貿
易
財
価
格
の
変
動
を
最
小
に
す
る
。
　
単
一
通
貨
ペ
ッ
グ
制
の
下
で
ば
、
先
物
為
替
市
場
の
発
展
を
可
能
に
す
る
。
但
し
、
開
発
投
資
が
必
要
と
な
る
。
総
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
は
、
先
物
市
場
の
存
在
－84－
は
短
期
の
為
替
リ
ス
ク
を
削
減
す
る
の
に
役
立
つ
。
と
く
に
、
介
入
通
貨
の
先
物
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
は
重
要
で
あ
る
。
先
物
市
場
の
円
滑
な
機
能
の
た
め
に
は
、
証
券
市
場
、
貨
付
市
場
の
発
展
が
前
提
と
な
る
。
　
㈲
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ベ
ッ
グ
制
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ペ
ッ
グ
制
は
当
該
国
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
が
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
ウ
ェ
イ
ト
と
同
じ
な
ら
ば
実
効
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
が
小
さ
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
自
体
が
通
貨
で
は
な
く
、
決
済
手
段
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
介
入
通
貨
を
必
要
と
し
、
そ
の
通
貨
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
価
値
の
毎
日
の
相
場
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
入
手
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
介
入
通
貨
の
売
買
レ
ー
ト
ー
ト
は
国
内
通
貨
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
価
値
を
維
持
す
る
よ
う
に
毎
日
決
め
ら
れ
、
決
済
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
含
む
外
貨
準
備
な
い
し
外
貨
借
入
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
　
為
替
政
策
と
し
て
は
、
当
局
と
為
替
業
者
の
間
に
頻
繁
な
計
算
と
連
絡
を
必
要
と
し
、
ま
た
国
内
通
貨
は
介
入
通
貨
に
対
し
て
フ
ロ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
介
入
通
貨
に
対
す
る
先
物
市
場
の
発
展
が
重
要
な
要
件
と
な
る
。
先
物
市
場
の
円
滑
な
機
能
（
為
替
裁
定
）
に
は
、
民
間
の
証
券
・
貨
付
市
場
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
　
実
効
為
替
レ
ー
ト
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
外
貨
準
備
の
需
要
は
減
少
す
る
が
、
単
一
相
手
国
と
の
貿
易
が
大
き
い
国
は
単
一
ペ
ッ
グ
制
の
場
合
よ
り
も
多
い
外
貨
準
備
を
必
要
と
す
る
。
　
㈲
　
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
　
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
の
メ
リ
ッ
ト
は
貿
易
財
の
相
対
価
格
の
変
動
を
ゼ
ロ
に
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
レ
ー
ト
変
更
に
よ
り
対
外
的
撹
乱
を
除
去
で
き
、
レ
ー
ト
変
更
を
せ
ず
に
対
内
的
撹
乱
を
除
去
で
き
る
の
で
、
外
貨
準
備
保
有
を
削
減
で
き
る
可
能
性
が
最
も
あ
る
。
一
方
外
国
為
替
市
場
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
投
資
増
加
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
国
内
通
貨
が
介
入
通
貨
に
対
し
て
フ
ロ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
介
入
通
貨
に
対
す
る
先
物
為
替
市
場
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
国
内
貨
付
言
汰
券
市
場
の
発
展
を
前
提
と
す
る
。
－85－
　
㈲
　
自
由
フ
ロ
ー
ト
制
　
自
由
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
為
替
市
場
の
発
展
と
そ
れ
に
付
随
し
た
金
融
市
場
の
成
立
が
不
可
欠
の
条
件
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
為
替
業
者
の
堅
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
る
整
備
さ
れ
た
直
物
・
先
物
為
替
市
場
が
整
備
さ
れ
た
国
内
金
融
市
場
と
共
に
機
能
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
実
を
知
る
た
め
に
、
商
業
銀
行
の
外
貨
資
産
保
有
対
中
央
銀
行
の
外
貨
資
産
保
有
比
率
を
み
て
み
る
と
、
開
発
途
上
国
に
つ
い
て
こ
の
比
率
は
低
く
、
自
由
フ
ロ
ー
ト
制
に
は
適
し
て
い
な
い
。
第
二
表
は
開
発
途
上
国
八
三
ヵ
国
に
つ
い
て
こ
の
比
率
を
計
算
し
た
も
の
で
、
一
九
七
三
年
コ
一
月
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
　
市
場
を
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
ス
ム
ー
ス
な
も
の
に
す
る
た
め
為
替
当
局
は
市
場
介
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
（
理
論
的
に
は
一
切
必
要
な
く
、
現
実
的
例
外
と
し
て
）
、
こ
れ
は
極
め
て
広
範
で
か
つ
最
高
に
整
備
さ
れ
た
金
融
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
、
こ
の
専
門
技
術
は
極
め
て
稀
少
て
あ
る
。
　
自
由
フ
ロ
ー
ト
制
は
国
内
貨
付
・
証
券
市
場
の
自
由
化
・
拡
大
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
政
治
的
費
用
も
伴
な
う
。
少
数
ク
ル
ー
プ
が
経
済
的
パ
ワ
ー
を
も
つ
な
ら
ば
、
こ
の
政
治
的
費
用
ば
高
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
か
ら
は
資
源
の
有
効
配
分
と
国
内
貯
蓄
の
流
動
化
と
い
う
利
益
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
自
由
フ
ロ
ー
ト
制
の
採
用
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
を
要
す
る
が
、
為
替
市
場
が
安
定
す
れ
、
は
他
方
外
貨
準
備
の
節
約
、
貿
易
財
価
格
の
変
動
の
縮
小
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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以
上
は
か
な
り
単
純
化
し
た
上
で
の
為
替
政
策
の
費
用
便
益
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
を
現
実
に
適
用
す
る
に
は
、
ま
だ
か
な
り
の
修
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
相
互
間
の
特
色
、
必
要
な
条
件
は
か
な
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
四
　
了
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
木
モ
デ
ル
　
為
替
政
策
の
最
適
選
択
は
、
先
進
国
に
つ
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
開
発
途
上
国
に
つ
い
て
も
明
ら
か
と
は
言
い
難
い
。
国
際
収
支
・
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
近
年
了
ネ
タ
リ
ー
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
分
析
が
盛
ん
で
あ
り
、
実
証
研
究
で
も
良
い
フ
ィ
ッ
ト
を
得
て
い
る
。
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
妥
当
性
が
主
張
で
き
れ
ば
、
そ
の
理
論
に
基
づ
く
政
策
を
主
張
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
為
替
政
策
の
選
択
に
つ
い
て
も
手
掛
り
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
実
証
レ
ベ
ル
で
通
常
用
い
ら
れ
る
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
モ
デ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
ブ
ロ
ー
チ
は
、
‘
１
１
１
｛
一
匹
ロ
㈲
な
ど
の
分
析
に
端
を
発
し
、
だ
Ｆ
乱
Ｑ
｝
｝
ｕ
ご
ｏ
ｒ
自
圓
な
ど
の
彫
琢
の
後
、
近
年
の
実
証
研
究
で
定
着
し
た
理
論
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
理
論
的
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
°
　
　
　
　
Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
に
ょ
れ
ば
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
均
衡
モ
デ
ル
と
不
均
衡
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
。
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
初
期
モ
デ
ル
は
不
均
衡
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
モ
デ
ル
は
均
衡
モ
デ
ル
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
モ
デ
ル
の
比
較
研
究
を
意
図
し
て
い
な
い
の
で
、
実
証
レ
ベ
ル
で
用
い
ら
れ
る
モ
デ
ル
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
先
の
分
類
で
い
う
均
衡
モ
デ
ル
で
あ
る
。
　
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
命
題
は
、
国
際
収
支
が
本
質
的
に
貨
幣
的
現
象
で
あ
り
、
そ
の
決
定
に
は
貨
幣
の
需
要
お
よ
― 87 ―
び
供
給
が
本
質
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
国
際
収
支
が
国
内
居
住
者
の
貨
幣
残
高
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
な
い
し
放
出
に
関
す
る
意
思
決
定
の
反
映
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
貨
幣
残
高
の
所
望
ス
ト
ッ
ク
ヘ
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
国
際
収
支
赤
字
・
黒
字
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
該
国
が
小
国
で
か
つ
資
本
お
よ
び
財
の
移
動
が
完
全
な
ら
ば
（
す
な
わ
ち
、
利
子
率
お
よ
び
価
格
の
与
え
ら
れ
た
国
際
水
準
で
財
お
よ
び
金
融
資
産
の
輸
出
入
が
で
き
る
）
、
国
内
価
格
お
よ
び
利
子
率
は
外
生
的
に
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
の
全
体
の
構
成
が
不
変
な
ら
ば
、
貨
幣
の
超
過
需
要
が
外
貨
準
備
の
増
加
と
な
り
、
国
際
収
支
黒
字
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
　
本
稿
の
８
ｎ
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
で
は
開
発
途
上
国
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
で
、
小
国
を
仮
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
財
お
よ
び
資
本
　
（
具
体
的
に
は
金
融
資
産
を
考
え
れ
ば
よ
い
）
の
国
際
的
移
動
は
完
全
で
、
国
内
価
格
お
よ
び
利
子
率
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
水
準
に
等
し
く
、
外
生
的
に
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
産
出
も
外
生
的
に
決
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
財
お
よ
び
金
融
資
産
市
場
な
い
し
貨
幣
市
場
で
生
ず
る
い
か
な
る
不
均
衡
も
国
際
収
支
に
完
全
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
貨
幣
の
超
過
供
給
が
あ
る
と
、
外
貨
準
備
の
比
例
的
損
失
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
現
実
に
は
、
と
く
に
開
発
途
上
国
に
つ
い
て
は
、
資
本
移
動
の
完
全
性
お
よ
び
自
由
貿
易
は
一
般
的
に
満
足
さ
れ
な
い
し
、
調
整
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ラ
グ
が
あ
り
、
国
内
価
格
お
よ
び
利
子
率
も
調
整
が
完
全
に
な
さ
れ
る
以
前
は
国
際
水
準
以
上
に
上
昇
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
国
内
貨
幣
供
給
の
増
加
が
完
全
に
国
際
収
支
に
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
長
期
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
都
合
も
除
去
さ
れ
、
国
内
貨
幣
供
給
と
外
貨
準
備
の
比
例
的
関
係
が
成
立
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
、
了
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
貨
幣
供
給
が
ｋ
ｅ
ｙ
　
ｖ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
産
出
を
外
生
変
数
と
し
て
扱
い
、
も
っ
ぱ
ら
貨
幣
的
要
因
に
注
目
す
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
関
心
が
貨
幣
市
場
に
あ
る
の
で
、
貨
幣
需
要
関
数
お
よ
び
貨
幣
供
給
関
数
は
通
－88－
常
の
よ
う
に
、
実
質
貨
幣
残
高
需
要
が
実
質
所
得
お
よ
び
貨
幣
残
高
保
有
の
機
会
費
用
（
利
子
率
）
の
関
数
で
あ
る
と
す
る
と
、
　
　
M
<
’
=
Ｐ
’
ｆ
（
ｙ
。
　
ｉ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
思
で
、
ｙ
は
名
目
貨
幣
残
高
需
要
、
Ｆ
は
国
内
物
価
水
準
、
ｙ
は
実
質
所
得
、
・
ｚ
は
利
子
率
で
あ
る
穏
。
こ
こ
て
、
Ｆ
お
よ
び
・
ｚ
は
国
際
水
準
で
与
え
ら
れ
る
か
ら
、
　
　
Ｐ
=
ｓ
Ｐ
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｀
）
　
　
／
=
／
＊
ａ
ｏ
）
で
、
＊
は
海
外
変
数
を
示
す
。
㈲
式
ば
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
購
買
力
平
価
か
仮
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
（
ｓ
は
自
国
通
貨
表
示
の
為
替
レ
ー
ト
つ
ま
り
邦
貨
建
レ
ー
ト
）
。
実
質
所
得
を
外
生
変
数
（
た
と
え
は
、
完
全
雇
用
の
成
立
）
と
す
る
と
、
Ｆ
、
ｙ
、
・
ｚ
は
所
与
で
、
貨
幣
需
要
関
数
は
安
定
的
で
、
貨
幣
残
高
需
要
は
外
生
的
で
あ
る
。
　
　
一
方
、
貨
幣
供
給
関
数
は
、
ハ
イ
・
パ
ワ
ー
ド
・
マ
ネ
ー
と
貨
幣
乗
数
の
積
で
、
　
　
M
’
=
ａ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぢ
Ｊ
ば
貨
幣
供
給
、
α
は
貨
幣
乗
数
、
Ｈ
は
ハ
イ
・
パ
ワ
ー
ド
・
マ
ネ
ー
で
あ
る
。
中
央
銀
行
の
負
債
で
あ
る
ハ
イ
・
パ
ワ
ー
ド
・
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
ネ
ー
は
外
貨
準
備
残
高
Ｒ
と
国
内
信
用
供
与
残
高
Ｄ
の
和
で
あ
る
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
Ｈ
=
Ｒ
＋
Ｄ
＾
と
な
る
。
つ
ま
り
、
　
　
M
’
　
=
　
ａ
（
Ｒ
十
Ｄ
）
＾
３
）
で
、
貨
幣
市
場
の
需
給
均
衡
条
件
は
、
９
）
＝
忿
で
、
―89―
　
　
　
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
の
選
択
　
　
Ｐ
’
ｆ
ｉ
ｙ
。
　
ｉ
）
‥
Ｈ
Ｑ
（
咄
十
｀
）
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宕
で
与
え
ら
れ
る
。
　
�
式
を
対
数
微
分
し
て
、
２
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
　
　
嶮
＝
袖
十
？
≠
十
？
士
Ｉ
φ
―
郷
＾
ｊ
：
ｌ
＾
Ｕ
　
　
Ｒ
　
　
　
　
　
　
Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
　
　
　
.
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
ｉ
　
　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
　
Ｒ
　
　
　
　
　
Ｈ
　
-
　
Ｐ
十
？
ｌ
ｗ
ｌ
十
や
づ
。
１
・
い
Ｉ
剛
吋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
を
得
て
、
固
定
レ
ー
ト
制
の
場
合
の
国
際
収
支
の
変
化
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
ら
、
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
貨
幣
需
要
の
所
得
弾
力
性
お
よ
び
利
子
率
弾
力
性
を
示
す
（
？
〉
夕
や
△
ｏ
）
。
　
次
に
、
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
の
場
合
を
考
え
る
と
、
購
買
力
平
価
が
仮
定
さ
れ
る
の
で
、
�
式
に
㈲
式
を
代
入
し
て
、
対
数
微
分
を
施
こ
し
、
整
理
す
る
と
（
袖
＝
≠
十
俯
と
し
て
帥
に
代
入
し
て
も
同
じ
）
、
　
　
吻
　
　
∽
　
　
吻
曇
　
　
　
ｋ
　
　
　
　
｀
　
　
Ｑ
　
　
ｂ
　
　
肖
Ｉ
Ｉ
如
。
‥
Ｈ
Ｊ
誤
十
？
ヅ
十
＾
’
~
ｒ
-
~
~
ａ
　
　
　
~
ｉ
ｒ
ａ
ｅ
）
が
得
ら
れ
、
国
際
収
支
を
示
し
て
い
る
。
　
自
由
フ
ロ
ー
ト
制
の
場
合
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
考
え
れ
ば
よ
い
か
ら
、
貨
幣
需
要
関
数
を
海
外
に
つ
い
て
考
え
（
Ｍ
な
＝
Ｐ
＊
　
。
　
／
（
Ｖ
＊
。
　
　
　
２
＊
）
）
、
㈲
式
と
の
差
を
求
め
、
㈲
式
を
考
慮
し
て
（
ｌ
ｏ
ｇ
　
５
=
ｌ
ｏ
ｇ
　
Ｐ
-
ｌ
ｏ
ｇ
　
Ｐ
＊
）
整
理
す
る
と
、
　
　
｝
ｏ
如
、
鳴
日
Ｈ
ｌ
ｏ
ｇ
　
M
*
＊
―
ｌ
ｏ
ｇ
　
M
'
^
＊
―
ｅ
Ｊ
ｌ
ｏ
ｇ
　
ｙ
十
ｅ
＊
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
＊
十
ｅ
＾
ｉ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｌ
ｌ
ｏ
ｇ
　
ｔ
＊
）（
Ｘ
Ｔ
）
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と
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
㈲
式
の
貨
幣
市
場
需
給
均
衡
条
件
か
ら
、
各
為
替
相
場
制
度
に
つ
い
て
の
定
式
化
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
㈲
帥
㈲
式
の
計
測
を
行
え
ば
よ
い
の
だ
が
、
計
測
に
際
し
て
い
く
つ
か
の
留
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
㈲
式
の
Ｐ
は
貿
易
財
価
格
で
あ
る
が
、
㈲
式
の
Ｐ
は
一
般
物
価
水
準
で
あ
る
こ
と
。
利
子
率
を
い
か
な
る
現
実
の
利
子
率
で
と
る
か
が
問
題
で
、
金
融
資
産
と
長
期
均
衡
を
念
頭
に
お
く
な
ら
、
は
長
期
利
子
率
か
よ
い
し
、
ま
た
非
規
制
金
利
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
貨
幣
乗
数
の
安
定
性
な
ど
も
問
題
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
五
　
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
開
発
途
上
国
へ
の
適
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
計
測
の
試
み
ー
　
マ
ネ
タ
リ
ｌ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
証
研
究
は
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
（
F
r
e
n
k
e
l
a
n
d
J
o
h
n
s
o
n
g
'
Ｉ
Ｍ
Ｆ
朗
）
、
開
発
途
上
国
に
適
用
し
た
も
の
は
少
な
い
。
C
o
n
n
o
l
l
y
a
n
d
T
a
y
l
o
r
同
は
一
九
五
九
ｌ
七
〇
年
の
間
に
開
発
途
上
国
が
行
っ
た
一
八
回
の
為
替
切
下
げ
に
つ
い
て
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
し
て
検
討
を
加
え
、
計
測
結
果
か
ら
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
貨
幣
的
メ
カ
ェ
ズ
ム
に
ょ
っ
て
説
明
で
き
る
と
し
た
。
　
A
g
h
e
v
l
i
a
n
d
K
h
a
n
３
は
、
一
九
五
七
ｌ
六
六
年
期
に
つ
い
て
、
開
発
途
上
国
三
九
ケ
国
の
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
用
い
て
、
マ
ネ
タ
リ
ｌ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
し
た
。
計
測
式
は
、
㈲
式
の
利
子
率
と
そ
れ
に
代
る
イ
ン
フ
レ
率
∬
を
用
い
た
貨
幣
需
要
関
数
を
前
提
と
し
（
開
発
途
上
国
で
は
金
融
資
産
市
場
が
貧
弱
な
の
で
利
子
率
が
有
益
で
は
な
く
、
む
し
ろ
財
の
暗
黙
的
収
益
率
で
あ
る
イ
ン
フ
レ
率
が
有
効
で
あ
る
か
ら
’
　
M
d
=
ｐ
．
ｆ
（
ｙ
｡
　
ｔ
｡
　
ｎ
）
と
考
え
る
）
、
㈲
式
を
変
形
し
て
、
―91―
と
す
る
（
ｇ
は
任
意
誤
差
、
≪
１
　
=
１
。
≪
２
＞
０
。
≪
３
八
タ
ａ
.
ハ
タ
≪
５
=
≪
６
=
-
ご
。
ａ
５
=
≪
６
と
仮
定
で
き
る
の
で
、
旧
式
は
、
と
な
り
、
ｙ
‥
Ｈ
ｊ
＝
ｊ
で
あ
る
。
計
測
に
お
い
て
は
、
利
子
率
変
数
が
利
用
可
能
で
は
な
く
、
ま
た
利
用
可
能
て
あ
っ
て
も
有
意
て
は
な
い
の
で
、
除
去
す
る
。
叫
式
の
計
測
結
果
は
、
で
、
計
測
係
数
は
予
想
さ
れ
た
符
号
を
も
ち
、
貨
幣
乗
数
を
除
け
ば
、
五
％
水
準
で
少
な
く
と
も
有
意
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
Ｐ
の
係
数
は
一
以
下
て
、
名
目
貨
幣
残
高
需
要
に
お
け
る
貨
幣
錯
覚
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。
タ
の
係
数
は
予
想
値
に
近
い
。
Ｐ
と
ｙ
の
― 92 ―
プ
ラ
ス
の
符
号
は
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
命
題
と
合
致
し
、
Ｐ
と
ｙ
の
上
昇
は
国
際
収
支
を
改
善
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｄ
の
係
数
の
予
想
値
は
‐
1
だ
が
、
計
測
値
は
有
意
に
小
さ
く
、
Ｄ
の
増
加
が
す
べ
て
国
際
収
支
に
吸
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
帥
式
の
計
測
結
果
は
、
と
な
り
、
帥
式
と
如
式
の
間
に
そ
れ
程
の
差
異
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
A
g
h
e
v
l
i
a
n
d
K
h
a
n
.
は
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
開
発
途
上
国
に
つ
い
て
十
分
意
味
が
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
固
定
レ
ー
ト
制
、
完
全
な
資
本
移
動
、
自
由
貿
易
を
仮
定
す
る
と
ー
こ
れ
ら
の
仮
定
は
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
も
必
ず
し
も
満
足
の
い
く
も
の
と
は
い
え
な
い
が
ｌ
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
た
る
命
題
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
（
C
o
n
n
o
l
l
y
a
n
d
T
a
y
l
o
r
の
分
析
に
せ
よ
、
A
g
h
e
v
l
i
a
n
d
K
h
a
n
の
分
析
に
せ
よ
、
そ
の
分
析
時
期
は
一
九
七
三
年
の
総
フ
ロ
ー
ト
制
施
行
前
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
制
度
の
固
定
レ
ー
ト
制
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
て
、
一
九
七
三
年
以
後
の
フ
ロ
ー
ト
制
を
含
ん
だ
時
期
に
つ
い
て
も
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
が
我
々
の
計
測
で
あ
る
。
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【
計
測
ｌ
Ｉ
】
我
々
の
計
測
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
モ
テ
ル
の
定
式
を
用
い
て
、
い
く
つ
か
の
開
発
途
上
国
を
例
に
あ
け
て
行
っ
た
も
の
て
あ
る
。
と
り
あ
け
た
国
は
、
A
S
E
A
N
の
マ
レ
ー
シ
ア
（
一
九
七
三
年
か
ら
限
定
フ
ロ
ー
ト
制
、
七
五
年
か
ら
ハ
ス
ケ
ソ
ト
・
ぺ
ソ
グ
制
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ド
ル
・
ぺ
ソ
グ
か
ら
フ
ロ
ー
ト
制
）
の
ニ
カ
国
、
シ
ン
カ
ポ
ー
ル
（
一
九
七
三
年
か
ら
フ
ロ
ー
ト
制
）
、
中
進
国
と
し
て
の
韓
国
（
一
九
六
五
年
か
ら
フ
ロ
ー
ト
制
、
た
た
し
ト
ル
・
ぺ
ソ
グ
）
、
産
油
国
と
し
て
イ
ラ
ン
（
一
九
七
五
年
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ペ
ッ
グ
制
）
て
あ
る
。
計
測
式
は
、
㈲
㈲
旧
お
よ
び
旧
師
式
で
あ
る
。
㈲
旧
師
式
を
推
計
式
に
直
す
と
、
を
得
る
。
　
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ラ
ン
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
五
ヵ
国
に
つ
い
て
、
一
九
七
一
ｌ
七
六
年
の
四
半
期
毎
の
時
系
列
に
よ
る
回
帰
分
析
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
第
三
表
㈲
の
図
式
の
推
計
結
果
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
け
は
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符
号
条
件
を
満
た
す
も
の
の
、
’
一
八
は
低
く
、
ま
た
ｔ
値
も
有
意
水
準
（
一
〇
％
水
草
、
以
下
同
じ
）
を
満
た
す
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
図
式
の
推
計
結
果
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。
第
三
表
㈲
の
図
式
の
推
計
結
果
は
、
函
を
除
け
ば
殆
ん
ど
意
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
函
は
Ｚ
値
が
有
意
だ
が
、
符
号
条
件
を
満
足
し
な
い
。
瓦
Ｉ
’
は
予
想
値
が
‐
1
で
、
ｚ
値
も
有
意
で
あ
る
が
、
Ｒ
と
Ｄ
と
の
間
の
o
n
e
t
o
o
n
e
c
o
r
r
e
s
p
o
n
-
d
e
n
c
e
を
単
に
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
定
義
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
は
満
足
の
い
く
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
殆
ん
と
有
意
な
結
果
と
は
言
い
難
い
。
第
三
表
㈲
も
符
号
条
件
が
フ
ィ
ッ
ト
せ
ず
、
茫
も
低
く
、
ｔ
値
も
有
意
で
は
な
い
の
で
、
全
体
と
し
て
満
足
の
い
く
結
果
で
は
な
い
。
第
三
表
㈲
お
よ
び
㈲
は
、
A
g
h
e
v
l
i
a
n
d
K
h
a
n
の
推
計
式
を
用
い
た
も
の
で
、
前
述
の
よ
う
に
彼
ら
の
推
計
結
果
て
は
良
好
な
も
の
て
あ
る
。
し
か
し
、
旧
式
の
計
測
で
あ
る
第
三
表
㈲
ば
ら
を
除
け
ば
殆
ん
と
意
味
の
あ
る
結
果
て
は
な
く
、
図
式
の
計
測
結
果
と
よ
く
似
て
い
る
。
第
三
表
㈲
も
満
足
の
い
く
結
果
で
は
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、
第
三
表
の
計
測
結
果
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
く
、
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匈
旧
叫
お
よ
び
㈲
旧
式
の
p
l
a
u
s
i
b
i
l
i
t
y
は
低
い
。
と
く
に
、
旧
旧
式
は
A
g
h
e
v
l
i
a
n
d
K
h
a
n
　
の
検
定
で
は
良
好
で
あ
る
た
め
、
我
々
の
推
計
の
フ
ィ
ッ
ト
が
良
く
な
い
の
は
意
外
で
あ
る
。
旧
式
に
つ
い
て
も
、
日
本
に
つ
い
て
は
B
e
a
n
　
ｇ
’
稲
垣
�
が
良
好
な
結
果
を
得
て
お
り
（
稲
垣
は
一
九
七
一
ｌ
七
六
年
と
我
々
と
同
時
期
を
対
象
と
し
て
い
る
）
、
同
様
な
結
果
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
ウ
ェ
ー
テ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
も
得
ら
れ
て
い
る
。
我
々
の
計
測
結
果
が
良
く
な
い
理
由
と
し
て
は
、
　
印
　
旧
旧
旧
式
の
従
来
の
推
計
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
期
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
対
象
期
間
を
総
フ
ロ
ー
ト
制
期
を
主
と
す
る
時
　
期
と
し
た
こ
と
、
　
^
　
　
　
A
g
h
e
v
l
ia
n
d
K
h
a
n
.
は
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
行
っ
た
が
、
タ
イ
ム
・
シ
リ
ー
ズ
分
析
を
行
っ
た
こ
と
、
　
㈲
　
季
節
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
　
㈲
　
帥
式
の
管
理
フ
ロ
ｌ
ト
制
を
前
提
と
し
た
推
計
式
を
用
い
た
こ
と
（
従
来
叫
式
に
よ
る
推
計
は
行
れ
て
い
な
い
）
、
　
㈲
　
貿
易
相
手
国
を
明
示
的
に
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
、
な
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
貿
易
相
手
国
を
明
示
的
に
導
入
し
て
行
っ
た
の
が
次
の
計
測
で
あ
る
。
　
　
〔
計
測
ｌ
Ⅱ
〕
貿
易
相
手
国
を
明
示
的
に
導
入
す
る
た
め
に
、
㈲
式
か
ら
、
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を
得
て
、
叫
式
よ
り
タ
得
る
（
。
印
は
海
外
変
数
）
。
帥
式
の
縦
ぷ
Ｑ
（
沁
十
ｂ
〕
と
貨
幣
市
場
の
均
衡
条
件
縦
。
＝
縦
。
を
考
慮
し
て
、
如
式
を
（
汗
Ｉ
を
得
る
。
推
計
式
に
直
し
て
、
と
す
る
。
利
子
率
変
数
は
除
い
て
あ
る
（
ｊ
＝
ｊ
‥
‥
‥
ご
β
‥
＝
１
１
１
ｙ
ｊ
ハ
タ
ー
△
タ
Ｑ
・
〉
？
３
△
こ
か
予
想
値
て
あ
る
）
。
ま
た
、
絹
紬
に
つ
い
て
解
き
、
推
計
式
に
直
し
て
、
　
　
　
開
発
途
上
国
の
為
替
政
策
の
選
択
―99―
　
軸
物
式
に
つ
い
て
の
計
測
結
果
が
第
四
表
で
あ
る
。
第
四
表
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
九
六
八
年
か
ら
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ぺ
ソ
グ
）
、
タ
イ
（
ド
ル
・
ぺ
ソ
グ
）
を
加
え
た
〈
シ
ン
カ
ポ
ー
ル
は
除
い
た
）
。
テ
ー
タ
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
最
近
ま
で
の
年
次
別
デ
ー
タ
で
あ
る
（
Ｉ
Ｆ
Ｓ
に
よ
る
）
。
第
四
表
㈲
が
軸
式
の
計
測
結
果
て
あ
る
が
、
　
印
　
マ
レ
ー
シ
ア
田
は
符
号
条
件
に
つ
い
て
は
予
想
さ
れ
た
も
の
を
満
し
て
お
り
、
’
ｒ
も
有
意
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
と
の
ｔ
値
が
　
不
十
分
で
有
意
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ら
に
つ
い
て
ば
、
そ
の
予
想
値
１
に
有
意
に
近
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
マ
レ
ｌ
シ
ア
㈲
は
　
ら
を
除
け
ば
符
号
条
件
を
満
足
し
、
ｒ
も
有
意
で
あ
る
が
、
ら
を
除
け
ぼ
ｔ
値
は
有
意
で
は
な
い
。
　
㈲
　
タ
イ
印
は
、
す
べ
て
符
号
条
件
を
満
た
し
、
茫
も
有
意
で
あ
り
、
剛
、
ら
、
ら
の
ｔ
値
は
五
％
水
準
で
有
意
て
あ
る
。
タ
イ
　
②
は
ら
を
除
き
符
号
条
件
を
満
た
し
、
ぞ
お
よ
び
ら
、
ら
、
ら
の
ｚ
値
は
一
○
％
水
準
て
有
意
で
あ
り
、
一
応
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
　
る
と
い
え
よ
う
。
　
㈲
　
ブ
ラ
シ
ル
、
イ
ラ
ン
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
満
足
す
べ
き
結
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
第
四
表
㈲
は
物
式
の
計
測
結
果
で
あ
る
が
、
　
�
　
マ
レ
ー
ー
シ
ア
印
は
函
を
除
け
ば
符
号
条
件
を
満
た
し
、
ｙ
も
有
意
だ
が
、
函
を
除
け
ば
ｔ
値
は
有
意
で
は
な
い
。
し
か
し
、
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－101 －
―102 －
　
函
の
値
は
そ
の
予
想
値
ぺ
に
有
意
に
近
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
㈲
は
符
号
条
件
を
す
べ
て
満
し
て
お
り
、
ｍ
ハ
も
有
意
で
あ
る
が
、
函
を
　
除
け
ば
ｔ
値
は
有
意
と
は
い
え
な
い
。
　
㈲
　
韓
国
田
は
、
符
号
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
’
ｒ
も
悪
く
は
な
く
、
一
方
ｔ
値
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
が
、
一
応
フ
ィ
　
ッ
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
㈲
も
ゐ
を
除
け
ば
符
号
条
件
を
満
た
す
が
、
茫
が
低
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ｔ
値
は
一
部
を
除
　
い
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。
　
㈲
　
タ
イ
∽
は
、
符
号
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
、
茫
も
有
意
で
あ
り
、
ｔ
値
も
一
部
を
除
い
て
有
意
で
あ
る
の
で
、
一
応
フ
ィ
ッ
　
ト
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
タ
イ
㈲
は
ゐ
を
除
け
ば
符
号
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
茫
も
有
意
で
、
ｔ
値
も
一
部
は
有
意
　
で
あ
る
。
　
㈲
　
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ラ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
満
足
の
い
く
計
測
結
果
で
は
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
第
四
表
の
計
測
結
果
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
国
（
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
タ
イ
）
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
か
な
り
弱
い
程
度
で
あ
る
が
一
応
フ
ィ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
帥
式
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
ｌ
七
二
年
と
い
う
固
定
レ
ー
ト
制
期
に
つ
い
て
て
あ
る
。
帥
式
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
総
フ
ロ
ー
ト
制
期
で
あ
る
が
、
タ
イ
は
固
定
レ
ー
ト
制
期
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
タ
イ
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
韓
国
に
つ
い
て
、
固
定
レ
ー
ト
制
期
、
総
フ
ロ
ー
ト
制
期
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
帥
式
の
フ
ィ
ッ
ト
が
か
な
り
弱
い
程
度
で
あ
る
が
成
立
す
る
。
と
く
に
固
定
レ
ー
ト
制
期
に
つ
い
て
は
一
応
フ
ィ
ッ
ト
す
る
が
、
叫
式
は
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
か
な
り
強
引
で
あ
る
が
、
韓
国
の
為
替
政
策
は
フ
ロ
ー
ト
制
と
は
い
え
か
な
り
固
定
レ
ー
ト
制
的
色
彩
が
強
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
韓
国
の
為
替
政
策
が
事
実
上
卜
ル
・
ぺ
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ッ
ク
で
あ
る
こ
と
と
合
致
す
る
と
い
え
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
開
発
途
上
国
へ
の
適
用
、
と
く
に
総
フ
ロ
ー
ト
制
を
対
象
期
間
と
す
る
適
用
に
は
、
十
分
な
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
主
張
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
国
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
ト
の
可
能
性
が
あ
り
、
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
面
的
に
そ
の
有
効
性
を
否
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
を
ま
つ
と
い
う
の
が
当
面
の
暫
定
的
結
論
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
九
・
一
・
一
○
）
―104―
（
1
4
）
　
F
r
e
n
k
e
l
　
＆
　
J
o
h
n
s
o
n
Ｓ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
㈲
、
B
i
l
s
o
n
　
Ｓ
（
1
5
）
　
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
理
論
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
村
本
�
。
（
1
6
）
ｙ
一
［
巴
ａ
邸
宅
・
台
｀
－
μ
｛
（
1
7
）
　
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
均
衡
モ
デ
ル
は
J
o
h
n
s
o
n
�
以
後
と
考
え
て
よ
い
。
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
均
衡
モ
デ
ル
・
　
　
　
不
均
衡
モ
デ
ル
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
学
説
史
的
展
望
に
つ
い
て
は
、
F
r
e
n
k
e
l
　
＆
　
J
o
h
n
s
o
n
　
Ｓ
　
ｐ
ｐ
　
2
9
-
3
2
（
1
8
）
　
た
だ
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
に
と
っ
て
金
融
資
産
は
ら
ｏ
Ｒ
で
あ
り
、
財
と
貨
幣
の
代
替
性
が
重
要
と
な
る
の
で
、
利
子
率
よ
り
も
財
の
i
m
p
l
i
c
i
t
　
　
　
r
e
t
u
n
を
示
す
イ
ン
フ
レ
率
を
貨
幣
需
要
関
数
に
入
れ
る
分
析
も
あ
る
°
　
A
g
h
e
v
l
i
　
＆
　
K
h
a
n
　
３
　
p
2
7
8
（
1
9
）
　
㈲
式
よ
り
、
l
o
g
M
d
乙
ｏ
ｇ
Ｐ
=
e
y
l
o
g
y
l
＾
i
l
o
g
t
ま
た
、
海
外
貨
幣
需
要
関
数
よ
り
、
（
2
0
）
　
彼
ら
の
計
測
式
は
で
、
Ｍ
は
貨
幣
ス
ト
ノ
ク
、
ｇ
は
恒
常
所
得
の
成
長
率
で
、
計
測
結
果
は
、
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（
2
1
）
　
　
　
A
g
h
e
v
h
　
＆
　
K
h
a
n
　
Ｓ
　
p
p
2
7
5
-
2
9
0
　
　
（
2
2
）
　
ァ
ジ
ァ
経
済
研
究
所
統
計
部
の
計
測
に
よ
る
。
こ
の
研
究
は
同
研
究
所
経
済
成
長
調
査
部
「
国
際
通
貨
体
制
の
変
動
と
発
展
途
上
国
へ
　
　
　
　
　
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
研
究
会
（
主
査
　
吉
宮
脇
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
主
任
研
究
官
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
デ
ー
タ
は
Ｉ
Ｆ
　
　
　
　
　
Ｓ
に
基
つ
く
。
　
　
（
2
3
）
　
r
r
e
n
k
e
i
　
＆
　
J
o
h
n
s
o
n
　
P
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
（
2
4
）
　
B
i
l
s
o
n
　
-
Ｔ
＾
ｇ
式
な
い
し
㈲
式
の
計
測
を
行
っ
て
い
る
が
、
十
分
有
意
な
結
果
は
得
て
い
な
い
。
B
i
l
s
o
n
ｇ
　
p
p
4
8
-
7
5
.
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垣
寛
、
田
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茂
、
三
宅
武
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重
な
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ト
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い
た
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と
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記
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申
し
上
げ
た
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